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申請方法

　

知
立
駅
周
辺
は
人
通
り
や
車
の
往
来
が

多
く
、
路
上
駐
車
や
自
転
車
の
路
上
放
置

な
ど
の
迷
惑
行
為
で
交
通
に
支
障
が
出
る

こ
と
が
あ
り
、
条
例
で
自
転
車
の
放
置
禁

止
区
域
と
定
め
て
い
ま
す
。
駅
周
辺
に
自

転
車
な
ど
を
駐
車
す
る
と
き
は
、
有
料
・

無
料
の
各
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
、
周

辺
の
交
通
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
、
市
内
無
料
自
転
車
駐
車

場
（
牛
田
駅
・
三
河
知
立
駅
・
重
原
駅
・

堀
切
・
ふ
れ
あ
い
・
掘
切
２
号
）
に
長
期

間
自
転
車
等
を
放
置
す
る
人
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
行
為
は
正
し
く
利

用
さ
れ
る
人
の
妨
げ
と
な
り
大
変
迷
惑
で

す
。
こ
う
し
た
放
置
自
転
車
を
な
く
す
た

め
自
転
車
等
の
利
用
状
況
を
調
査
の
う
え

利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
自
転

車
等
に
つ

い
て
、
６

月
末
に
一

斉
撤
去
し

ま
す
。

※�

知
立
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
、道
路
形
態
が
現
況
と
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

総
務
省
で
は
、
国
な
ど
の
行
政
の
仕
事

に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、

苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
て
、
そ

の
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
行

政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
総
務
大
臣
か
ら
、
民
間
有
識
者

で
あ
り
国
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
委
嘱
さ
れ
た
「
行
政
相
談
委
員
」
を

各
市
区
町
村
に
１
人
以
上
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

保
険
・
年
金
、
国
税
、
登
記
、
消
費
者

保
護
、
国
の
行
政
機
関
等
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
な
ど
に
つ
い
て
、苦
情
や
意
見
・
要
望
、

あ
る
い
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
近
く
の
行
政
相
談
委
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
、来
訪
、

電
話
、
文
書
い
ず
れ
で
も
受
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
知
立
市
の
行
政
相
談
】

▼
と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日　

午

後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
市
民
相
談
コ
ー

ナ
ー　

▼
行
政
相
談
委
員

野
村
義
弘
（
☎
（81）
０
７
０
５
）

鈴
木
徳
二
（
☎
（82）
４
１
０
６
）

○児童手当現況届
　児童手当を受給している
人は、「現況届」の提出が
必要です。この届は児童手
当を引き続き受給する要件
を満たしているかどうか確
認するためのものです。こ
の届の提出がないと6月分
以降の手当が受けられなく
なりますので、ご注意くだ
さい。

児童手当を振り込みます
　児童手当を指定の口座
へ振り込みます。受給者
の人は通帳記入等で確認
をお願いします。
○支給日　6月10日（水）
○支給対象月
　平成27年2月分～5月分
＊ 期間内に転出等の理由
で受給資格が消滅した
場合を除きます。

　現況届および給付金の手続きに必要な様式は、6月上旬ごろに送付します。（公務員
の人は所属庁等から配布）同封の案内に即し、市役所子ども課までご提出ください。
※1枚の用紙で両方の手続きを兼ねています。
※ 給付金の申請期限は11月30日㈪までです。期限を過ぎると給付金は払えません。
▶手続きに必要なもの
・児童手当現況届兼子育て世帯臨時特例給付金申請書（指定様式）
・受給者の健康保険証の写し　　・印鑑
・ 平成27年度（平成26年中）児童手当用所得証明書（平成27年1月2日以降に知立市
に転入された人）

・受給者とお子さんの在留カード（外国籍の人）
※その他、お子さんの養育状況により別途関係書類が必要になる場合があります。

児童手当現況届 + 子育て世帯臨時特例給付金
▶問合せ　子ども課　児童家庭係（☎95-0120）

○子育て世帯臨時特例給付金
　消費税率引上げの影響等をふまえ、子育て世帯に対して、臨時特例的な給付措置とし
て子育て世帯臨時特例給付金が支給されます。
▶支給対象者　平成27年6月分の児童手当の受給者。ただし、特例給付（児
童手当の所得制限額以上の人に、児童1人当たり月額5千円を支給しているも
の）の受給者は、対象となりません。
▶支給対象児童　支給対象者の平成27年6月分の児童手当の対象となる児童
▶支給額　支給対象児童1人につき3千円
▶支払予定日　10月中旬頃（個別に決定通知を送付します。）
▶その他　公務員の人は、児童手当を所属庁等から支給されていますが、この給付金に
関しては平成27年5月31日に住民登録のある市町村に申請する必要があります。

コソダテ
カクニンジャ

■ 禁止区域
■ 駐車場

放
置
自
転
車
を
な
く
そ
う

土
木
課�

管
理
係（
☎
（95）
０
１
５
５
）

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す

市
民
課�

市
民
係（
☎
（95）
０
１
５
２
）
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※問合せは知立市役所

TEL	 0566−83−1111（代表）
FAX	0566−83−1141
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
各
地
で
大
地
震

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
沖
で

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
知
立
市
で

は
最
大
震
度
が
７
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
市
で
最
も
警
戒
が

必
要
な
の
は
、
家
具
が
転
倒
す
る
こ
と
に

よ
る
被
災
で
す
。
災
害
は
い
つ
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、

家
具
転
倒
防
止
器
具

を
取
り
付
け
て
大
地

震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

【
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
無
料
配
布
】

▼
種
類　

Ｌ
型
金
具
式
、
ベ
ル
ト
式
、

チ
ェ
ー
ン
式
お
よ
び
ポ
ー
ル
式
器
具
の
４

種
類

▼
数
量　

１
世
帯
で
家
具
上
限
４
個
分
ま

で※
器
具
に
よ
り
選
べ
る
数
量
に
制
限
あ
り
。

▼
配
布
時
期　

Ｌ
型
金
具
は
即
日
お
渡

し
、
そ
の
他
の
器
具
は
後
日

▼
申
請
方
法　

申
請
用
紙
を
３
階
安
心
安

全
課
（
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）
へ
。

※�

申
請
用
紙
は
安
心
安
全
課
窓
口
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
配
布
条
件　

一
世
帯
１
回
限
り
の
申

請
。
寝
室
等
に
あ
る
洋
服
ダ
ン
ス
、
和
ダ

ン
ス
、
整
理
ダ
ン
ス
、
茶
ダ
ン
ス
、
本
棚

等
に
配
布
し
た
器
具
を
全
て
取
り
付
け
る

こ
と
。

▼
設
置
後
の
報
告　

取
り
付
け
後
に
、
器

具
を
設
置
し
た
写
真
を
提
出

▼
そ
の
他　

借
家
に
お
住
ま
い
の
人
は
器

具
を
設
置
す
る
前
に
、
必
ず
大
家
さ
ん
の

承
諾
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

○
次
の
人
に
対
し
て
は
、
器
具
の
取
付
支

援
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

【
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
無
償
取
付
】

▼
対
象
者

①�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は

障
が
い
者
の
み
の
世
帯
で
、
器
具
の
取

付
が
困
難
な
人

②�

要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人

③�

身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療
育

手
帳
（
Ａ
判
定
）、
精
神
障
害
者
福
祉

手
帳
（
１
級
）
の
所
持
者

④�

そ
の
他
、
要
援
護
者
台
帳
に
登
録
し
て

あ
る
人
等

▼
申
請
方
法　

器
具
の
配
布
申
請
の
際
に
、�

あ
わ
せ
て
申
請

　

市
で
は
、
防
災
情
報
伝
達
の
た
め
に
市

内
25
か
所
に
同
報
無
線
屋
外
子
局
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
こ
の
放
送
と
同
じ
内
容
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る「
防
災
ラ
ジ
オ
」を
、

希
望
者
へ
次
の
と
お
り
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
世
帯
主
、
事
業
主

（
各
世
帯
・
事
業
所
１
台
ま
で
）

▼
負
担
金

【
市
内
在
住
の
世
帯
主
】
１
台
２
千
円

【
市
内
事
業
所
の
事
業
主
】
１
台
３
千
円

［
外
部
ア
ン
テ
ナ
］
１
個
１
千
円

▼
配
布
台
数　

300
台
（
先
着
順
）

▼
配
布
時
期
・
場
所　

申
請
後
お
よ
そ
１

か
月
で
、
安
心
安
全
課
窓
口
で
配
布

▼
申
請
方
法　

申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
３
階
安
心
安
全
課
（
土
・
日
曜

日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）
へ
。

※�

申
請
用
紙
は
安
心
安
全
課
窓
口
お
よ
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

▼
支
払
い
方
法　

配
布
時
に
現
金
で
の
支

払
い

　

猫
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
、
ま
た
飼
わ
れ
て
い
る
猫
の
た
め
に

も
責
任
あ
る
飼
い
方
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

〇
所
有
明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

迷
子
に
な
っ
た
り
怪
我
を
し
た
猫
の
飼

い
主
さ
ん
へ
連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
猫
の
首
輪
に
迷
子
札
を
装
着
し

ま
し
ょ
う
（
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
）。

〇
室
内
飼
育
を
し
ま
し
ょ
う

　

猫
を
室
内
で
飼
う
の
は
か
わ
い
そ
う
！

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
遊
ぶ
環
境
を
整

え
る
等
工
夫
す
れ
ば
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で

き
ま
す
。
ま
た
交
通
事
故
、
伝
染
病
へ
の

感
染
等
の
危
険
性
も
低
下
し
、
室
内
飼
育

の
猫
の
方
が
長
生
き
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
他
人
の
敷
地
に
侵
入
し
て
、
フ
ン

尿
等
で
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
防
げ
ま
す
。

〇
不
妊･

去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

子
猫
の
新
し
い
家
族
を
見
つ
け
る
こ
と

は
、
大
変
な
こ
と
で
す
。
繁
殖
を
望
ま
な

い
場
合
、不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
発
情
か
ら
起
こ
る
問
題
行
動
（
攻
撃

性
の
増
加
、
マ
ー
キ
ン
グ
等
）
を
防
ぐ
た

め
室
内
飼
育
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

〇
ペ
ッ
ト
を
捨
て
な
い
で
！

　

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
は
そ
の
命
が
終
わ
る

ま
で
き
ち
ん
と
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。（
愛

護
動
物
を
遺
棄
し
た
場
合
…
50
万
円
以
下

の
罰
金
）

　

野
良
猫
に
む
や
み
に

エ
サ
を
与
え
る
の
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
野
良
猫

が
集
ま
っ
て
き
て
、
糞

尿
等
で
ご
近
所
が
迷
惑

を
し
て
い
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
自
分
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。

横200㎜×高さ100㎜×奥行き70㎜

《特長》AM ／ FM と防災行政無線の W チュー
ナー搭載ラジオ。AM ／ FM はボタン方式の
簡単選局。防災待機（自動受信）機能付き。
ラジオ聴取中でも強制的に防災無線へ切換え。
停電時には自動的に乾電池に切り替わります。

防
災
ラ
ジ
オ
を
配
布
中
で
す

安
心
安
全
課 

防
災
係（
☎
（95）
０
１
６
０
）

猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

環
境
課 
環
境
保
全
係（
☎
（95）
０
１
５
４
）

家
具
転
倒
防
止
器
具
を
無
料
配

布
し
て
い
ま
す

安
心
安
全
課 

防
災
係（
☎
（95）
０
１
６
０
）
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特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
国
保
加
入
者
を
対
象
に
特
定
健
診
受

診
者
の
中
か
ら
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当

た
り
ま
す
。

▼
対
象
者　

次
の
①
と
②
に
い
ず
れ
も
該

当
す
る
人

①�

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
に
国
保
資
格

が
あ
る
人（
受
診
券
兼
受
診
票
送
付
者
）

②�

市
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
人
、
ま
た

は
市
以
外
が
実
施
す
る
健
診
を
受
診
し

た
人

※�

た
だ
し
、
受
診
日
現
在
に
市
の
国
保
に

加
入
し
て
い
て
、
市
税
に
滞
納
が
な
い

こ
と
。

▼
申
込
み
方
法　

市
の
健
診
を
受
け
た
人

は
自
動
的
に
抽
選
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

市
以
外
の
健
診
を
受
け
た
人
は
12
月
18
日

㈮
ま
で
に
健
診
結
果
票
の
写
し
を
国
保
医

療
課
、
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

▼
賞
品

・
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド　

５
千
円
分
（
２
人
）

・
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド　

３
千
円
分
（
４
人
）

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
切
手　

800
円
分
（
20
人
）

▼
発
表　

当
選
の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
発

送
は
平
成
28
年
１
月
下
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
、
教
科
書
に
対
す
る

理
解
や
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
11
日
㈭
～
７
月
５
日
㈰

▼
と
こ
ろ　

県
内
25
か
所
の
教
科
書
セ
ン

タ
ー
。
な
お
、
西
三
河
地
区
は
、
岡
崎
市

立
中
央
図
書
館
、安
城
市
教
育
セ
ン
タ
ー
、

西
尾
市
立
図
書
館
、
豊
田
市
中
央
図
書

館
、
豊
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
足
助
交

流
館
、
み
よ
し
市
立
ふ
れ
あ
い
交
流
館
で

す
。
ま
た
、
展
示
会
場
に
は
投
書
箱
を
用

意
し
ま
す
の
で
、
教
科
書
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※�

開
館
時
間
は
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～

午
後
４
時
で
す
が
、
開
館
時
間
、
休
館

日
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
規
定
に

よ
り
ま
す
。

○
会
場
等
に
つ
い
て
は
県
教
育
委
員
会
義

務
教
育
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/kyoiku/

gim
ukyoiku/index.htm

l

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育
て
で
気
に

な
る
こ
と
の
あ
る
人
、
お
子
さ
ん
に
障
が

い
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
、
お

子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
人

等
に
、
早
期
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

幼
児
（
３
歳
以
上
）
か
ら
平
成
28
年
度

に
新
１
年
生
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
（
６

歳
ま
で
）
と
そ
の
保
護
者
が
対
象
で
す
。

　

相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
31
日
㈮　

午
前
10
時
～
午

後
３
時

▼
と
こ
ろ　

西
三
河
総
合
庁
舎
（
岡
崎
市

明
大
寺
本
町
）

▼
申
込
み　

６
月
25
日
㈭
ま
で
に
、
学
校

教
育
課
へ
。

　　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に
小
・

中
・
高
等
学
校
入
学
予
定
で
、
障
が
い
の

可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援
学
校

の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

学
校
で
体
験
入
学
を
行
い
ま
す
。

●
安
城
特
別
支
援
学
校
（
安
城
市
桜
井
町

☎
（99）
３
３
４
５
）

・
と
き　

９
月
16
日
㈬
・
24
日
㈭

・�

対
象　

知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
、
情
緒

に
障
が
い
が
あ
る
お
子
さ
ん

●
岡
崎
特
別
支
援
学
校
（
岡
崎
市
本
宿
町

☎
０
５
６
４
（48）
２
６
０
１
）

・
と
き　

７
月
８
日
㈬
・
９
月
16
日
㈬

・
対
象　

手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

●
大
府
特
別
支
援
学
校
（
大
府
市
森
岡
町

☎
０
５
６
２
（48）
５
３
１
１
）

・
と
き　

７
月
14
日
㈫
・
10
月
22
日
㈭

・�

対
象　

慢
性
の
呼
吸
器
系
疾
患
な
ど
の

病
気
で
療
養
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

電
話
で
直
接
体
験

入
学
希
望
の
学
校
へ
。

▼
そ
の
他　

各
特
別
支
援
学
校
で
は
、
体

験
入
学
以
外
の
日
に
も
、
随
時
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
実
施
状
況

・
情
報
公
開
請
求
…
０
件

・
個
人
情
報
開
示
請
求
…
０
件

　　　自慢の逸品をお寄せください！

　知立市に対して「ふるさと納税」をした人に対し、お
礼の品として地元特産品等をご提供いただくパートナー
事業者を募集します。募集内容・条件等については、市
ホームページおよび財務課（市役所4階24番窓口）で配
布している募集要項でご確認ください。
▶申込み　6月8日㈪～7月7日㈫
▶問合せ　財務課　財政係（☎95-0146）

　　　自慢の逸品をお寄せください！
ふるさと納税記念品

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険

特
定
健
診
受
診
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

国
保
医
療
課�

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

早
期
教
育
相
談

学
校
教
育
課（
☎
（95）
０
１
３
６
）

県
立
特
別
支
援
学
校
の
体
験
入
学

学
校
教
育
課（
☎
（95）
０
１
３
６
）

教
科
書
展
示
会

県
教
育
委
員
会�

義
務
教
育
課

（
☎
０
５
２
（954）
６
７
９
０
）

刈
谷
知
立
環
境
組
合
情
報
開
示

請
求
の
実
施
状
況

刈
谷
知
立
環
境
組
合（
☎
（21）
５
３
８
９
）

知立市ふるさと応援（ふるさと納税）寄附金
パートナー事業者を募集します
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４
月
20
日
㈪
に
第
４
期
知
立
市
健
康
推

進
員
委
嘱
式
が
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
20
地
区
32
人
の
健
康
推
進
員
が

市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
各
地
区
で
健
康

づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
様
々
な
健

康
に
関
す
る
教
室
を

企
画
、運
営
し
ま
す
。

教
室
の
内
容
は
各
地

区
の
回
覧
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ご

近
所
の
皆
さ
ん
と
お

誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

〇
地
区
の
推
進
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

［
長
篠
町
］
成
瀬
さ
く
ら

［
山
町
］
酒
井
忠
男
、
箕
浦
昇

［
山
屋
敷
町
］
江
原
純
子
、
長
岡
恵
子

［
中
町
］
成
瀬
睦
美
、
小
林
久
美
子

［
新
地
町
］
加
藤
栄
美
子
、
横
井
実
和
子

［
本
町
］
藤
澤
真
理
子

［
宝
町
］
近
藤
由
美
子

［
西
町
］
今
田
幸
子

［
西
丘
町
］
中
道
幸
美

［�

上
重
原
町
］
戸
田
富
代
美
、
室
田
日
美

子
［
弘
法
町
］
永
田
り
つ
子
、
小
杉
静
子

［
西
中
町
］
鳥
居
敦
子

［
新
林
町
］
近
江
万
紀
子
、
杉
原
椰
恵
子

［
谷
田
町
］
神
谷
鉄
治

［
八
ツ
田
町
］
髙
木
恵
子

［
牛
田
町
］
岡
田
ま
す
江
、
中
島
文
代

［
南
陽
］
久
保
田
雄
二
、
杉
浦
光
代

［
八
橋
町
］
鈴
木
敏
子
、
三
宅
由
香
里

［�

昭
和
一
～
五
丁
目
］
川
井
士
郎
、
小
川

世
伊
子

［�

昭
和
六
～
九
丁
目
］
髙
笠
原
晴
美
、
佐

橋
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

健
康
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
水
。
市
で
は
、
安
全
で
お
い
し

い
水
を
毎
日
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

　

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
道
に
つ

い
て
、
そ
の
大
切
さ
、
上
手
な
使
い
方
を

こ
の
機
会
に
考
え
直
し
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
水
を
上
手
に
使

い
、
無
駄
の
な
い
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

〇
市
営
お
よ
び
県
営
浄
水
場
の
一
般
開
放

▼
と
き　

６
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

▼
と
こ
ろ

・�

知
立
浄
水
場
（
知
立
市
中
山
町
神
狭
間

２
―
１　

☎
（81）
１
３
８
１
）

・�

豊
田
浄
水
場
（
豊
田
市
浄
水
町
原
山
62

　

☎
０
５
６
５
（45）
１
５
０
０
）

・�

幸
田
浄
水
場
（
額
田
郡
幸
田
町
大
字
坂

崎
字
楠
木
23
―
４　

☎
０
５
６
４
（62）
１�

４
５
０
）

山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校

「
マ
イ
防
災
ず
き
ん
」
で
防
災
訓
練

　

４
月
17
日
㈮
、
山
本
学
園
情
報
文
化
専

門
学
校
高
等
課
程
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
科
の
生
徒
121
人
が
、
自
分
た
ち
で
製
作

し
た
防
災
ず
き
ん
を
被
っ
て
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

山
本
学
園
で
は
４
年
前
か
ら
、
先
輩
が

手
作
り
し
た
防
災
ず
き
ん
を
新
入
生
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が
伝
統
と
な
っ
て
い

ま
す
。
２
・
３
年
生
は
そ
の

「
マ
イ
防
災
ず
き
ん
」に
、

生
地
の
色
彩
を
生
か
し
て

刺
繍
や
飾
り
を
付
け
、
機

能
性
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性

を
兼
ね
備
え
た
個
性
的
な

も
の
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
は
、
地
震
発
生
に
続
き
火
災

が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
合
図
と
と
も
に
「
マ
イ
防
災
ず
き

ん
」
を
被
り
、
近
く
の
弘
栄
公
園
ま
で
避

難
し
ま
し
た
。
生
徒
は
皆
、
真
剣
な
表
情

で
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

防
災
ず
き
ん
の
製
作
を
通
し
て
、
生
徒

の
防
災
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、「
マ

イ
防
災
ず
き
ん
」
を
被
っ
て
の
訓
練
は
、

そ
れ
を
見
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
防
災

意
識
を
再
確
認
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科

の
伝
統
と
し
て
、「
マ
イ
防

災
ず
き
ん
」
を
被
っ
て
の

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
計

画
を
作
成
す
る
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
試
験
日　

10
月
11
日
㈰

▼
受
験
資
格　

次
の
①
お
よ
び
②
に
該
当

す
る
人

①�

保
健
・
医
療･

福
祉
の
各
分
野
で
合
計

５
年
以
上
（
一
部
の
対
象
者
は
10
年
以

上
）
の
実
務
経
験
が
あ
る
人

②�

①
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
勤
務
地
が

愛
知
県
に
あ
る
人
、
も
し
く
は
現
在
①

の
業
務
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、

住
所
地
が
愛
知
県
に
あ
る
人

▼
願
書
の
配
布
場
所　

長
寿
介
護
課
（
市

役
所
１
階
６
番
窓
口
）、県
高
齢
福
祉
課
、

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
、
県
民
生
活
プ
ラ

ザ
、
県
社
会
福
祉
協
議
会

▼
配
布
期
間　

６
月
９
日
㈫
～
７
月
15
日

㈬
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
願
書
受
付
期
間　

６
月
16
日
㈫
～
７
月

15
日
㈬

▼
願
書
受
付
・
問
合
せ　

愛
知
県
社
会
福

祉
協
議
会　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
係
（
☎
０
５
２
（212）
５
５
３
０
）

※�
問
合
せ
は
６
月
15
日
㈪
～
10
月
９
日
㈮

の
期
間
の
み
可
能

第
４
期
知
立
市
健
康
推
進
員
を

紹
介
し
ま
す

健
康
増
進
課 

成
人
保
健
係

（
☎
（82）
８
２
１
１
）

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

県
社
会
福
祉
協
議
会 

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
係

（
☎
０
５
２
（212）
５
５
３
０
）

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

「
カ
ラ
カ
ラ
で

　

蛇
口
に
飛
び
込
む　

僕
の
口
」

水
道
課 

料
金
係（
☎
（95）
０
１
３
２
）
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氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
障
が
い

の
程
度
を
記
入
し
て
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
愛
知
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
（
〒
441
―
１
２
３
１　

豊
川
市
一

宮
町
上
新
切
33
―
14　

☎
０
５
３
３
（93）
２�

１
０
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
３
３
（93）
６
５
５
４

Ｅ
メ
ー
ル noryokukaihatsuko@

pref.
aichi.lg.jp

）
へ
。

※�

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
所
定
の
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
内
容　

介
護
職
員
に
必
要
な
知
識
や
生

活
支
援
技
術
を
身
に
つ
け
る

▼
と
き　

７
月
11
日
㈯
～
９
月
26
日
㈯
ま

で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
・
一
部
の
水
曜
日
・

そ
の
他
の
指
定
す
る
日
の
午
前
９
時
～
午

後
４
時

▼
と
こ
ろ　

医
療
法
人
共
和
会
病
院
Ｂ
館

（
大
府
市
梶
田
町
２
丁
目
123
）

▼
対
象　

軽
度
な
精
神
障
が
い
が
あ
る
人

で
訓
練
施
設
に
自
身
で
通
え
る
人

▼
定
員　

７
人
（
面
接
で
選
考
）

▼
受
講
料　

無
料
（
教
材
費
６
千
70
円
）

▼
申
込
み　

６
月
10
日
㈬
ま
で
に
、
公
共

職
業
安
定
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
講
に
は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必

要
で
す
。

▼
願
書
配
布
先　

刈
谷
公
共
職
業
安
定
所

お
よ
び
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

て
く
だ
さ
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
、
大
小
合
わ
せ
て
123
か
所
の
公

園
・
緑
地
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
64

か
所
の
公
園
・
緑
地
で
「
公
園
愛
護
会
」

が
活
動
中
で
す
。「
地
域
の
公
園
は
、
地

域
の
手
で
守
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
で
公
園
愛
護
会
を
設
立
し
、
市

と
一
体
と
な
っ
て
公
園
管
理
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
公
園
愛
護
会
の
活
動
に
つ
い

て
、
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

・
公
園
内
お
よ
び
施
設
の
清
掃

　

（
月
２
回
以
上
）

・
公
園
内
の
除
草
（
月
１
回
以
上
）

・�

公
園
の
施
設
の
破
損
を
発
見
し
た
時
の

連
絡
な
ど

　

多
く
の
人
に
公
園
管
理
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
公
園
を
安
全
か
つ
楽
し
い
場
所

と
す
る
た
め
愛
護
会
の
設
立
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
愛
護
会
募
集
公
園

①
逢
妻
公
園　

②
御
手
洗
公
園　

③
東
八

鳥
公
園　

④
鳥
居
公
園　

⑤
西
出
口
公
園

⑥
城
下
公
園　

⑦
大
林
公
園　

⑧
山
屋
敷

小
公
園　

⑨
向
田
小
公
園　

⑩
富
士
塚
小

公
園　

他
49
か
所

▼
と
き　

７
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮
（
２
日

間
）　

午
前
９
時
45
分
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

156
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

４
千
円
（
当
日
徴
収
）

▼
申
込
期
間　

６
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

▼
申
込
場
所　

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防

局
予
防
課
予
防
係
ま
た
は
知
立
消
防
署
予

防
係
（
☎
（81）
４
１
４
２
）
へ
。

※�

申
込
書
は
、
申
込
場
所
ま
た
は
衣
浦
東

部
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。
申
込
時
、
写
真
を
忘
れ
ず

に
。（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、
３
か
月
以

内
の
証
明
写
真
１
枚
必
要
）

※�

電
話
お
よ
び
郵
送
等
に
よ
る
申
込
受
付

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
直
接
窓
口
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
コ
ー
ス

①
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
基
礎

②
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
１
３
応
用

▼
と
き　

①
７
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯

②
７
月
18
日
㈯
・
25
日
㈯　

い
ず
れ
も
２

日
間
で
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
（
豊
川
市
一
宮
町
上
新
切
33
―
14
）

▼
対
象　

主
に
在
職
中
の
障
が
い
者
の
人

で
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き

る
人

▼
定
員　

各
コ
ー
ス
10
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
込
み　

①
６
月
26
日
㈮　

②
７
月
10

日
㈮
必
着
で
、
訓
練
コ
ー
ス
名
、
住
所
、

　

「
池
鯉
鮒
散
歩
み
ち
協
議
会
」
で
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
、
市
と
市
民
で
つ
く
り

あ
げ
る
「
手
づ
く
り
散
歩
み
ち
」
の
整
備

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
池
鯉
鮒
の
歴
史
と
自
然

の
散
歩
み
ち
」
の
ル
ー
ト
を
見
直
し
、
新

た
な
散
歩
み
ち
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。
マ
ッ
プ
に
は
、
各
ル
ー
ト
上
に
あ
る

見
ど
こ
ろ
や
距
離
、
休
憩
施
設
な
ど
を
表

示
し
、
歩
く
人
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
も

の
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て

い
ま
す
。
都
市
計
画
課
お

よ
び
市
内
各
施
設
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

池
鯉
鮒
散
歩
み
ち
協
議
会
で
は
新
た
な

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に
都
市
計
画
課

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
公
園
を
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し

「
池
鯉
鮒
の
歴
史
と
自
然
の
散
歩
み

ち
マ
ッ
プ
」が
新
し
く
な
り
ま
し
た

都
市
計
画
課 

都
市
企
画
係

（
☎
（95）
０
１
２
９
）

障
が
い
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座（
在

職
者
対
象
訓
練
）
受
講
者
募
集

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
０
５
３
３
（93）
２
１
０
２
）

公
園
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
公

園
愛
護
会
）
募
集

都
市
計
画
課 

公
園
緑
地
係

（
☎
（95）
０
１
５
７
）

愛
知
県
障
が
い
者
委
託
訓
練

介
護
職
員
初
任
者
研
修
①
コ
ー
ス

刈
谷
公
共
職
業
安
定
所（
☎
（21）
５
０
０
１
）

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
☎
０
５
３
３
（93）
２
５
０
５
）

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局 

予
防
課

（
☎
（63）
０
１
３
６
）
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▼
受
付
面
接
試
験

⑴
受
付
面
接
試
験　

６
月
１
日
㈪
～
23
日

㈫
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
面
接
お
よ
び

書
類
選
考
に
よ
り
第
一
次
試
験
受
験
者
を

選
考

▼
第
一
次
試
験
（
受
付
面
接
試
験
合
格
者

の
み
）

⑴
面
接
試
験　

７
月
24
日
㈮
・
25
日
㈯
・

26
日
㈰
の
い
ず
れ
か

⑵
筆
記
試
験　

７
月
26
日
㈰

適
性
検
査
、
教
養
試
験
（
技
術
職
、
保
育

職
の
う
ち
経
験
者
除
く
）、
事
務
適
性
検

査（
保
育
職
除
く
）お
よ
び
専
門
試
験（
事

務
職
除
く
）

▼
職
種
・
採
用
人
数
・
受
験
資
格
等

左
表
参
照

▼
提
出
書
類

次
の
書
類
を
必
ず
本
人
が
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。（
郵
送
不
可
）

①
受
験
申
込
書　

１
通

②
成
績
証
明
書　

１
通

③
卒
業
（
見
込
）
証
明
書　

１
通

④�

保
育
士
証
の
写
し
ま
た
は
資
格
取
得
見

込
証
明
書　

１
通
（
保
育
職
）

※�

保
育
職
（
経
験
者
対
象
）
受
験
者
は
、

②
③
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

①
は
総
務
課
人
事
係
で
交
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
申
込
み　

６
月
１
日
㈪
～
23
日
㈫
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
に
総
務
課
人
事

係
へ
必
ず
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
不
可
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
勤
務
条
件
等

⑴
給
与　

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
初

任
給
（
地
域
手
当
を
含
む
）

大
学
卒
：
19
万
５
千
264
円

短
大
・
高
専
卒
：
17
万
316
円

※
要
件
に
応
じ
て
各
種
手
当
が
あ
り
ま
す
。

⑵
勤
務
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※�

勤
務
場
所
に
よ
っ
て
は
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑶
休
日
等　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始

※�

勤
務
場
所
に
よ
っ
て
は
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

⑷
休
暇　

年
次
休
暇
、
特
別
休
暇
等
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
課　

人
事
係
（
☎
（95）
０

１
４
３
）

職種・採用人数・受験資格等

職種 学歴 採用
人数 受験資格等

事務職 大学 6人
程度

昭和60年4月2日以降に生まれた人で、4年
制大学を卒業した人または平成28年3月まで
に卒業見込みの人

事務職
（身体障
がい者）

大学
短大
高専

若干名

昭和63年4月2日以降に生まれた人で、4年
制大学、短期大学または高等専門学校を卒
業した人または平成28年3月までに卒業見込
みの人
◎身体障がい者手帳の交付を受けている人。
ただし、自力で通勤ができ、介護者なしで職
務遂行が可能であり、活字印刷文による出題
および口頭試問に対応できる人

技術職
（土木）

大学
高専 若干名

昭和60年4月2日以降に生まれた人で、4年
制大学または高等専門学校の土木課程を卒
業した人または平成28年3月までに卒業見込
みの人

技術職
（建築）

大学
高専 若干名

昭和60年4月2日以降に生まれた人で、4年
制大学または高等専門学校の建築課程を卒
業した人または平成28年3月までに卒業見込
みの人

保育職

大学
短大

3人
程度

昭和63年4月2日以降に生まれた人で、4年
制大学または短期大学を卒業した保育士の資
格を有する人または平成28年3月までに卒業
見込みで、保育士の資格を取得見込みの人

経験者 若干名

昭和31年4月2日以降に生まれた人で、保育
士の資格免許を有し、保育所、幼稚園または
認定子ども園において、保育士または幼稚園
教諭としての職務経験が平成27年5月末現在
5年以上あり、採用後その知識や経験を活か
し、保育園のクラスを受け持つことができる人

【平成27年度新規採用職員】

受験生の皆さんへ
○若手職員からのメッセージ
　私が周辺の自治体に比べて、面積・人口も少なく、財政的にも厳しいと言
われる知立市に就職しようとした理由は、市役所を訪れた時に温かみを感じ
たからです。
　実際に就職してからも、上司や先輩からの手助け、同期の仲間
たちとの協力により、一生懸命仕事に取組むことができ、自分の
思いや考えをしっかりと受け止めてくれる職場だと感じています。
　連続立体交差事業等の大規模なまちづくりによる未来の可能
性を秘めた市です。
　ぜひ、一緒に今後の知立市の発展に携わっていきましょう！

【事務職】

平
成
28
年
度
採
用
　

知
立
市
職
員
を
募
集
し
ま
す


	150601-06
	150601-07
	150601-08
	150601-09
	150601-10
	150601-11

